
先生の指示にしたがい、このワークを使って観察のプロセスを体験しましょう。
各アクティビティ／図の番号にそって、順番に進めてください。

氏　名

クラス

日　付

1．フィッシュボーン・チャート

2．4マス法

「観察する」の
体験ワーク

ステップ1

小

大

実現可能性

解決しようとしていることは……

低 高

大きすぎ！
（効果大・実現可能性低）

やめたほうがいい！
（効果小・実現可能性低）

ちょうどいい！
（効果大・実現可能性高）

小さすぎ！
（効果小・実現可能性高）



その問題は労力を費やすだけの価値はありますか？

はい　・　いいえ

答えが「いいえ」の場合、どうすればやる価値を高めることができますか？

その問題はタイムリーですか？

はい　・　いいえ

答えが「いいえ」の場合、どうすればその問題をタイムリーにすることができますか？

その問題は、研究を深めるきっかけになりますか？

はい　・　いいえ

答えが「いいえ」の場合、どうすればその問題を研究を深めるきっかけにできますか？

分析後、選択した問題は何ですか？
なぜその問題を選んだのですか？

3．確認事項

ぶんせき せんたくご

つい


